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1. はじめに 

中学校の学習指導要領が2021年度から完全実施され

た。文部科学省検定済理科の教科書を分析すると、温

帯低気圧と前線に伴う降水域の記述が前線の寒気側に

だけ描かれ、前線の暖気側には全く雲がない図も掲載

されている[1]。こうした教科書の内容はビヤークネス

モデルのみの記述をした今までの教科書とほとんど変

わっておらず、これを忠実に学ぶだけでは出水期に発

生する大雨災害のメカニズムについてミスコンセプシ

ョン（誤認識）を生じさせてしまう。理系に進学する

学生は、大学入試科目の関係で、高校地学の履修をす

ることが少なく、気象分野を学ぶ最後の機会が中学校 2

年生となる。中学校の理科教員も同様で、大学での専

攻が地学以外の場合が多く、気象に関しては教員自身

のミスコンセプションも存在する。本稿では、そうし

た点の調査結果を報告し、今後の気象防災教育の在り

方についての課題提起としたい。 

 

2. 気象防災に関する学生のミスコンセプション事例 

加藤（2013）は「中学校で習う低気圧モデルでは、

寒冷前線上で積乱雲が発生し、寒冷前線と温暖前線に

挟まれた領域には雲が存在せず晴天域となっています。

—(中略)— 2012年4月3日に日本海上で急発達したこの

爆弾低気圧は- (中略)— 気象衛星ひまわりの雲画像を

みると晴天域と教えられた場所には積乱雲によるもの

だと思われる雲域が広がっています」「日本付近では寒

冷前線と温暖前線に挟まれた暖域と呼ばれる領域でよ

く大雨が観測されます」[2]と述べており、気象関係者

では暖湿気が流入し大雨災害が発生しやすい場と理解

されているが、中学校の教科書では晴天域と記述され

ており、この場で大雨が降るという理解にはならない

記述になっている。 

筆者が担当している三つの大学の授業で、温帯低気

圧と前線に伴う雨域について学生に質問すると、よく

学んできたと思える学生は、加藤が指摘しているよう

な中学校で学んだ低気圧モデルを理解していて雨域が

前線の北側にあるという理解をしている。また、積乱

雲は寒冷前線付近と夏場に発生するという点は理解し

ているが、その他の場でも積乱雲が発生するという理

解にはなっていない。これは寒冷前線では積乱雲、温

暖前線では乱層雲という図が強調されている点から生

起すると考えられる。中学校の理科教員に、この点に

ついてインタビューしたところ、教員自身も「自分は

地学専攻ではないので、教科書のとおり忠実に教えて

いる」と述べている。2021年 7月 10日の熊本や鹿児島

の豪雨と天気図の関連について学生、中学校教員に提

示すると「確かに教科書の雨域ではなく前線付近と前

線の南側で発生している」と理解してくれた。 

 

3. ミスコンセプションを生起させない気象学習 

気象に関する学生のミスコンセプションを分析する

と気象分野の学習が系統的になっておらず、天気図か

ら風向を読む学習ができていない点が明らかになった。

（ある理系大学の受講生に同じ天気図を用いて風向を

記入させたところ 6 年間で正解は 0／150 人であった）

天気図と風向に関しては、学習指導要領の関係で転向

力が高校での学習とされているため教科書には「発展」

という書き方で風向について少しだけ記述されている

程度である。天気図の「等圧線が風向を表している」

という点を重視し、天気図の等圧線をなぞり矢印をつ

けるという方法で風向を考えると、暖気移流や寒気移

流がすぐに理解できる。前線はこうした気流の境界で

あることもすぐに理解でき、暖湿気が流入する場は積

乱雲が発達する大気の状態が不安定な場であることを

理解させる必要がある。ただし、天気予報では大気の

状態が不安定という語が頻出するにもかかわらず、大

気の安定不安定は高校での履修となっているため、空

気の上昇が起こりやすいといった表現で説明する必要

がある。 

本稿では、5 社の教科書の記述を分析し、初等中等教

育における気象防災の課題を提起したい。 
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